
　

今
回
、
人
数
が
集
ま
ら
な
い
な

ど
で
出
場
で
き
な
か
っ
た
松
ケ
原

地
区
な
ど
の
団
員
た
ち
が
、
水
を

掃
く
な
ど
の
補
助
を
し
、
大
会
の

ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を
支
え
ま
し
た
。

　

女
性
消
防
団
員
も
司
会
や
、
集

計
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

会
社
の
先
輩
か
ら
の
勧
め
で
消

防
団
に
入
っ
た
お
父
さ
ん
（
慧
さ

ん
）
が
、
２
番
員
と
し
て
出
場
す

る
た
め
大
会
を
見
に
来
た
親
子
。

　

お
父
さ
ん
が
走
る
と
き
に
一
緒

に
走
り
、
会
場
を
笑
顔
に
し
た
莉

子
ち
ゃ
ん
。「
頑
張
っ
て
た
１
０
０

点
」
と
お
父
さ
ん
を
褒
め
ま
す
。

　

文
乃
さ
ん
は
、「
こ
ん
な
大
会

が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
実
際
の
火
災
現
場
で
こ
ん
な

ふ
う
に
で
き
る
の
か
な
」。
現
場

で
焦
ら
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま

し
た
。

頑
張
れ
、お
父
さ
ん

大
会
の
開
催
・
運
営
に
は

多
く
の
サ
ポ
ー
ト
が

優勝　第４分団（栄町地区）
平成28年に開催された第18回大会に続き優勝
を納めました。

（右）次の出場分団のため
にコースにたまった水を掃
き出します。（左）女性消防
団員も運営側で支えます。

準優勝　第２分団（本町・白石・新町地区）

３位　第１分団（元町地区）

長谷川 文乃さん

莉子ちゃん
（５歳）

第19回大会結果

点
は
前
方
の
標
的
な
り
。
手

び
ろ
め
に
よ
る
二
重
巻
ホ
ー

ス
１
線
延
長
」
響
き
渡
る
声
に
続

い
て
４
人
の
消
防
団
員
た
ち
が
直

線
距
離
50
ｍ
の
ホ
ー
ス
の
延
長
、

移
動
、
放
水
を
始
め
ま
す
。

　

彼
ら
消
防
団
員
は
、
消
防
士
と

は
違
い
、
各
人
が
仕
事
を
持
ち
、

火
災
な
ど
緊
急
の
招
集
が
あ
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
出
動
す

る
人
た
ち
で
す
。

　

現
在
12
分
団
、
総
団
員
２
８
５

人
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
32
人

が
女
性
団
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
２
日
、
連
日
の
雨
も
上
が

り
、
晴
海
臨
海
公
園
で
19
回
目
と

な
る
『
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
』

が
開
催
さ
れ
、
11
月
に
行
わ
れ
る

県
大
会
へ
の
出
場
分
団
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

本
来
は
４
年
に
１
回
の
開
催
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
延
期
さ
れ
て
い
た
た
め
７

年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

　

指
導
者
や
選
手
の
世
代
交
代
が

あ
っ
た
中
、
一
部
の
分
団
を
除
く

10
分
団
か
ら

１
チ
ー
ム
４

人
、
計
40
人

の
選
手
が
出

場
。
約
２
カ

月
の
練
習
を

重
ね
、「
あ

の
分
団
、
あ
の
人
に
は
負
け
な
い
」

「
入
賞
を
目
指
そ
う
」「
県
大
会
へ

の
進
出
を
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
に
向
か
っ
て
全
力
で
声
を
出
し

て
、
き
び
き
び
と
動
く
団
員
た
ち

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
と
は
、

決
め
ら
れ
た
時
間
内
で
の
操

作
要
領
・
行
動
・
動
作
全
般
を
審

査
・
採
点
し
、
総
合
点
の
高
さ
を
競

う
も
の
で
す
。
採
点
は
、
指
揮
者
、

１
・
２
・
３
番
員
そ
れ
ぞ
れ
の
操
作

の
不
適
、
合
図
の
誤
り
な
ど
を
持

ち
点
か
ら
減
点
す
る
方
式
。
ま
た
、

ホ
ー
ス
延
長
操
作
か
ら
放
水
ま
で

の
所
要
時
間
が
基
準
時
間
（
60
秒
）

よ
り
速
い
か
遅
い
か
に
よ
っ
て
加

点
ま
た
は
減
点
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
操
作
や
絶
妙

な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
短
時

間
で
安
全
・
確
実
に
で
き
る
か
ど

う
か
が
見
ど
こ
ろ
の
競
技
で
す
。

可搬ポンプ：放水量毎分1,000ℓ
吸　管： ポンプと接続し、水をポンプまで吸い上げるのに

使用。
とび口： 破壊器具。大昔、消防車が無い時代、建物火災の延

焼拡大を防ぐため、燃えていない建物を破壊して延
焼を阻止していました（破壊消防）。その際に使用して
いたものの一つがとび口です。現在は、建物を破壊
することはありませんが、火災現場で燃えているもの
をこれを使って移動させたり、火災建物の軒先などに
落下しそうなものを事前に落としたり、天井裏を消火
する際、天井に刺して、天井を落としたりしています。

筒　先： 延長したホースの先端に取り付けて放水する器具
枕　木： 吸管で水を取水する際に、吸管の損傷を防ぐ目

的の器具。
ホース：内径65ｍｍ、長さ20ｍ

S
消 防 団

BDs

これが俺たちのオリン
ピック

燃やせS
消 防 魂

BDs

吸管
（きゅうかん）

とび口
（とびぐち）

筒先
（つつさき）

枕木
（まくらぎ）

可搬ポンプ

消防ホース

﹁
火

消
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７

戦
し
て
み
る
第
１
分
団
。「
や
っ

て
み
て
う
ま
く
い
け
ば
も
う
け
も

ん
」
と
選
手
の
背
中
を
押
し
ま
す
。

　

最
後
の
練
習
日
、
雨
が
降
る
中

行
わ
れ
た
練
習
で
は
、
最
高
記
録

の
53
秒
が
出
ま
し
た
。
初
め
は

ま
っ
た
く
タ
イ
ム
が
出
ず
、
１
分

と
い
う
壁
が
超
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
こ
数
日
で
や
っ
と
切

る
こ
と
が
で
き
た
。「
優
勝
す
る

で
、
ど
う
す
る
（
笑
）」
と
大
会
へ

の
自
信
と
、
士
気
が
高
ま
り
ま
す
。

い
ざ
本
番
、
結
果
は
？

会
当
日
、
最
後
と
い
う
緊
張

感
の
中
、
円
陣
を
組
み
「
い

ざ
出
陣
」
と
ば
か
り
に
戦
い
の
場

に
臨
み
ま
す
。

　

結
果
、
総
合
点
が
伸
び
悩
み
３

位
と
な
り
ま
し
た
が
、
タ
イ
ム
は

54
秒
66
。
次
の
タ
イ
ム
の
分
団
に

比
べ
２
秒
44
も
差
を
つ
け
て
最
速

で
し
た
。

　
「
手
が
震
え
て
〝
気
を
つ
け
〞
が

う
ま
く
で
き
ん
か
っ
た
。
声
を
出
せ

ば
出
す
ほ
ど
震
え
が
ひ
ど
く
な
っ

た
」
と
緊
張
の
極
限
だ
っ
た
大
加

瀬
純
一
さ
ん
（
指
揮
者
）。
そ
れ

で
も
結
果
に
満
面
の
笑
顔
で
す
。

　

福
山
直
俊
さ
ん
（
１
番
員
）
も

「
朝
か
ら
緊
張
。
緊
張
し
て
な
い
っ

て
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
た
」
と

無
事
に
終
え
て
安
心
の
様
子
。
蔦

川
宏
一
さ
ん
（
２
番
員
）
は
、「
３

カ
月
間
練
習
し
た
か
い
は
あ
っ

た
」
と
喜
び
を
隠
せ
ま
せ
ん
。
村

岡
順
さ
ん
（
３
番
員
）
は
、「
仕

事
で
出
ら
れ
な
い
と
き
は
申
し
訳

な
か
っ
た
。
一
生
懸
命
や
っ
た
か

ら
こ
そ
達
成
感
も
あ
っ
た
」
と
満

足
げ
な
様
子
で
す
。

　
「
大
会
は
４
年
に
１
回
開
催
さ

れ
て
い
て
、
こ
れ
が
自
分
た
ち
に

と
っ
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
語

る
副
分
団
長
の
長
光
世
治
さ
ん
。

「
優
勝
す
る
か
と
、
ド
キ
ド
キ
し

て
た
ら
３
位
。
で
も
盛
り
上
が
っ

た
よ
ね
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

分
団
長
の
長
光
大
冶
さ
ん
は

「
涙
が
止
ま
ら
ん
か
っ
た
。
優
勝

は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、（
他
の

団
や
観
客
）
の
心
を
打
つ
の
は
一

番
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」。
選
手

を
ね
ぎ
ら
う
言
葉
を
か
け
ま
し

た
。

大
会
を
終
え
、山
代
団
長
に
聞
く

年
ぶ
り
の
開
催
で
、
各
分
団

で
は
退
団
し
た
人
や
、
指
導

員
も
選
手
も
変
わ
り
大
変
だ
っ
た

と
思
う
。
こ
の
大
会
は
、
基
本
の

動
作
、
規
律
と
節
度
な
ど
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
の
で
と
て
も
意
味
の

あ
る
も
の
。

　

各
分
団
と
も
手
探
り
状
態
で
一

生
懸
命
や
っ
た
か
ら
こ
そ
、よ
り
一

体
と
な
っ
て
訓
練
が
で
き
、
団
結

力
も
ア
ッ
プ
し
た
と
思
う
。
だ
か

ら
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
っ
た
。

　

消
防
士
が
担
当
す
る
の
は
大
き

な
災
害
。
消
防
団
は
、
自
治
会
な

ど
か
ら
の
こ
ま
ご
ま
と
し
た
要
請

や
災
害
に
も
行
く
。
近
く
だ
か
ら

俊
敏
に
活
動
で
き
、
お
互
い
知
っ

て
い
る
か
ら
、
言
い
や
す
く
聞
き

や
す
い
と
こ
ろ
が
消
防
団
の
魅

力
。「
大
会
に
出
た
い
」「
地
域
の

た
め
に
何
か
し
た
い
」
ど
ん
な
気

持
ち
で
も
、
興
味
を
も
っ
て
団
に

入
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
と
う

れ
し
い
。

　

次
回
は
、
今
回
以
上
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
、
み
ん
な
で
盛
り
上

げ
て
ほ
し
い
。

大

消防団長
山代 文隆さん（63歳）

たのしみは練習後の反省会
「やったつもりでもできてないことがある」など汗を流し
た後は、反省会。世間話にも花が咲きます。「家で笑わ
れながら練習してる」という指揮者の大加瀬さんの言葉
に笑いつつもうなずく経験者陣。
最初はロボットのように手足が一緒に出ていたという選
手たちを見て、「ここまでよく成長した。どうなるかは分
からない。でも良い結果が出れば」と団長。

「
あ
れ
せ
ぇ
、
こ
れ
せ
ぇ
」
と

言
わ
ず
自
分
で
行
動
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
指
導
す
る
分

団
長
（
上
）
と
副
分
団
長
（
右
）

消防団員募集
消防団は若い力、女性の力を必要としています。
自分の大切な町、
大切な人を
一緒に守りましょう。
問い合わせ　消防本部消防課
☎53-7708 入団申請用

ＱＲコードです。

ハヤブサ消防団
池井戸 潤　著（集英社）

　亡父の故郷である山村のハヤブサ地区に
移住したミステリ作家の三馬太郎は、地元住
民の誘いで消防団に入団します。やがてのど
かな田舎で発生する連続放火事件の謎に巻
き込まれていくことに。火災現場での消防団
の活躍や、ポンプ操法大会の様子も描かれて
います。中村倫也主演の連続ドラマ放送中。

練

３
位
入
賞
。そ
の
背
景
に
は
…

月
25
日
に
行
わ
れ
た
リ
ハ
ー

サ
ル
の
く
じ
引
き
で
、
当
日

の
ト
リ
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た

第
１
分
団
。

　

そ
ん
な
第
１
分
団
は
、
前
回
の

大
会
で
全
体
で
２
位
、
２
番
員
が

個
人
賞
で
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲
得
し
た
と

い
う
実
力
者
ぞ
ろ
い
。
し
か
し
第

１
分
団
の
方
針
は
、「
こ
う
い
う

練
習
が
消
防
団
の
活
動
に
生
き

る
」
と
い
う
理
由
で
、
毎
回
オ
ー

ル
未
経
験
者
を
送
り
出
し
ま
す
。

　

新
メ
ン
バ
ー
で
の
練
習
は
、
各

員
の
仕
事
を
終
え
、
日
も
暮
れ
る

19
時
ご
ろ
に
集
合
。
最
初
は
１
週

間
に
１
回
、
過
去
の
先
輩
た
ち
の

ビ
デ
オ
を
参
考
に
し
て
、
少
し
ず

つ
動
き
の
練
習
に
入
り
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら

本
格
的
な
練
習
に
入
り
、
週
に
２

回
の
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。
６
月

か
ら
は
週
に
３
回
、
梅
雨
時
期
の

た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態

が
よ
く
な
い
と
き
で
も
欠

か
さ
ず
練
習
に
励
み
ま
し

た
。

習
場
所
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
は
他

の
分
団
も
集
ま
る
た

め
、
実
際
に
放
水
す
る
本
番
さ
な

が
ら
の
練
習
は
、
順
番
を
待
た
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
順
番
が
来

る
こ
ろ
に
は
21
時
を
回
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
待
つ
間
に

も
、
動
作
確
認
、
手
の
位
置
、
足

の
角
度
な
ど
規
律
や
各
選
手
の
癖

な
ど
を
徹
底
的
に
確
認
し
ま
す
。

少
し
で
も
タ
イ
ム
を
縮
め
る
た

め
、
無
駄
な
動
作
は
な
い
か
な
ど
、

妥
協
せ
ず
一
つ
一
つ
打
ち
込
む
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

　

練
習
で
は
、
他
の
分
団
の
動
き

も
見
逃
す
ま
い
と
、
一
挙
手
一
投

足
に
注
目
し
ま
す
。
見
終
わ
っ
た

後
は
、
指
導
者
同
士
話
し
合
っ
た

り
、
他
分
団
の
選
手
へ
鼓
舞
や
助

言
を
し
た
り
す
る
姿
か
ら
、
こ
の

大
会
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う

と
す
る
思
い
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

大
会
ま
で
あ
と
３
日
。
分
団
長

の
「
ま
だ
で
き
る
。
も
っ
と
で
き

る
」
と
い
う
声
と
と
も
に
、
よ
り

速
さ
を
求
め
て
新
し
い
こ
と
に
挑

６ ３
位
入
賞

そ
の
背
景
に
は

笑
い
あ
り
、涙
あ
り

S
消 防 団

BDs
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持
参
に
よ
る
申
し
込
み

　

８
月
23
日
㈬
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

　

８
月
23
日
㈬
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。
申
込
書
を
折
ら

ず
に
封
筒
に
入
れ
、
封
筒
の
表
に
『
受
験

申
込
』
と
赤
色
で
明
記
し
、
総
務
課
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
８
月
21
日
㈪

以
後
に
投と

う

函か
ん

す
る
場
合
は
、
速
達
に
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

○

所
定
の
申
込
書

※
申
込
書
は
、
総
務
課
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

○

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
向
き
、

上
半
身
無
帽
の
写
真

※
縦
４・
５
㎝
×
横
３・
５
㎝
の
も
の
を
申

込
書
の
所
定
欄
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

○

返
信
用
封
筒
１
部
（
受
験
票
返
送
用)

※
長
型
３
号(

12
㎝
×
23
・
５
㎝)

の
封
筒

に
、84
円
切
手
を
貼
り
、郵
便
番
号・宛
先・

氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

　
〒
７
３
９-

０
６
９
２

　
大
竹
市
小
方
１-

11-

１

　
大
竹
市
総
務
部
総
務
課
職
員
秘
書
係

受
験
票
の
送
付

　

受
験
票
は
、
９
月
６
日
㈬
ま
で
に
受
験

番
号
を
記
入
し
て
返
送
し
ま
す
。
９
月
８

日
㈮
ま
で
に
到
着
し
な
い
と
き
は
総
務
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
次
試
験

と　

き

　
９
月
17
日
㈰
９
時
30
分

と
こ
ろ

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け
（
市
立
図
書
館

２
階
）、
総
合
市
民
会
館

合
否
発
表

　

第
１
次
試
験
の
合
格
発
表
は
10
月
３
日

㈫
で
す
。
合
格
者
の
受
験
番
号
を
市
役
所

本
庁
舎
１
階
掲
示
場
（
南
玄
関
前)

に
掲

示
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。
な
お
、
合
格
者
に
は
個
別
に
通

知
し
ま
す
。

そ
の
他

　

受
験
案
内
や
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市職員募集

申し込みは８月23日㊌まで

令和６年度採用予定

問い合わせ
　総務課　☎59-2122

市職員募 集

職種別の定員・対象・試験内容
職　種 定 員 対　象 第1次試験の試験内容

一般事務職 若干名 平成５年４月２日以降に生まれた方（令和
６年４月１日の年齢で30歳までの方）

○教養試験（択一式）【120分】
出題分野：時事、社会・人文、自然に関する
一般知識、文章理解、判断・数的推理、資料
解釈
○職場適応性検査（消防職は、消防適性検
査）【20分】

消防職 若干名

平成９年４月２日以降に生まれた方（令和
６年４月１日の年齢で26歳までの方）で視
力が矯正を含み、両眼で0.7以上かつ一眼そ
れぞれ0.3以上で強度の色覚障害のない方

土木技術職 若干名 平成５年４月２日以降に生まれた方（令和
６年４月１日の年齢で30歳までの方）

○専門試験（択一式）【90分】
出題分野：数学、物理、情報技術基礎、土木
基礎力学（構造力学、水理学、土質力学）、土
木構造設計、測量、社会基礎工学、土木施工
○職場適応性検査【20分】

建築技術職 若干名 平成５年４月２日以降に生まれた方（令和
６年４月１日の年齢で30歳までの方）

○専門試験（択一式）【90分】
出題分野：数学、物理、情報技術基礎、建築
構造設計、建築構造、建築計画、建築法規、
建築施工
○職場適応性検査【20分】

（注意１）筆記試験問題は、活字印刷文による出題となります。
（注意２）職場適応性検査または消防適性検査は、第２次試験以降に行う個別面接の際に参考資料として活用します。
（注意３）地方公務員法第16条の「欠格条項」に該当する方は受験できません。
（注意４） 消防職を除き、次に該当する日本国籍を持たない方も受験できます。ただし、採用後、公権力の行使または公の意

思の形成に参画する職に就くことはできません。
　　　　 ○出入国管理及び難民認定法による永住者（令和６年３月31日までに取得見込みの方を含む）
　　　　 ○ 日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法による特別永住者（令和

６年３月31日まで取得見込みの方を含む）

　

救
助
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て

行
わ
れ
る
「
消
防
救
助
技
術
指
導

会
」。

　

６
月
19
日
、
消
防
署
で
中
国
大

会
に
出
場
す
る
広
島
県
代
表
選
手

を
決
め
る
署
内
選
考
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

種
目
は
、『
ほ
ふ
く
救
出
』『
ロ
ー

プ
応
用
登
は
ん
』
の
２
種
目
。
そ

れ
ぞ
れ
３
組
の
隊
員
が
、
タ
イ
ム

や
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
「
市
民
の
た
め
、

防
災
の
た
め
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
て
、
使
命
感
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
市

長
が
選
手
を
激
励
し
ま
す
。

　

１
種
目
目
に
行
わ
れ
た
の
は

『
ほ
ふ
く
救
出
』。
こ
れ
は
３
人
１

組
（
要
救
助
者
含
む
）
で
行
う
競

技
で
す
。
ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
と

も
に
器
材
ま
で
猛
ダ
ッ
シ
ュ
。
煙

道
へ
入
る
１
人
は
素
早
く
空
気
呼

吸
器
を
装
着
。
足
に
ロ
ー
プ
を
く

く
り
付
け
長
さ
８
ｍ
の
狭
い
煙
道

に
飛
び
込
み
ま
す
。
要
救
助
者
を

発
見
・
救
出
し
、
ロ
ー
プ
を

た
ど
っ
て
煙
道
を
脱
出
。
２

人
で
要
救
助
者
を
抱
き
か
か

え
安
全
な
地
点
ま
で
搬
送
し
ま

す
。

　

２
種
目
目
『
ロ
ー
プ
応
用
登
は

ん
』
は
、
２
人
１
組
で
登
は
ん
者

と
下
で
ロ
ー
プ
を
支
え
る
補
助
者

が
協
力
し
て
壁
を
登
る
競
技
で
す
。

　

ス
タ
ー
ト
す
る
と
登
は
ん
者
が

補
助
者
の
左
足
、
右
肩
を
踏
み
台

に
し
て
ロ
ー
プ
に
飛
び
つ
き
、
補

助
者
と
息
を
合
わ
せ
て
高
さ
15
ｍ

の
到
達
地
点
を
目
指
し
て
、
み
る

み
る
う
ち
に
登
っ
て
い
き
ま
す
。

　

練
習
は
、
二
交
代
勤
務
の
た
め

メ
ン
バ
ー
の
時
間
が
合
わ
な
い
こ

と
や
、
雨
で
で
き
な
い
日
も
あ
り

ま
し
た
。
普
段
の
勤
務
時
間
を
練

習
に
充
て
た
り
、
休
日
に
も
特
訓

し
た
り
す
る
な
ど
、
日
々
練
習
に

励
ん
だ
成
果
が
う
か
が
え
る
選
考

会
で
し
た
。

見
事
！
全
国
大
会
出
場

　

７
月
19
日
に
岡
山
市
で
行
わ

れ
た
中
国
大
会
の
『
ロ
ー
プ
応

用
登
は
ん
』
で
、
広
島
県
勢
と

し
て
ト
ッ
プ
の
成
績
を
お
さ
め

た
大
竹
市
代
表
チ
ー
ム
（
高
野

純
一
司
令
補
・
荒
木
一
宏
副
士

長
）
は
、
８
月
25
日
に
札
幌
市

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
駒

を
進
め
ま
し
た
。

　

こ
の
種
目
で
の
全
国
大
会
出

場
は
、
平
成
22
年
の
京
都
大
会

以
来
で
す
。

　

中
国
大
会
を
制
し
た
２
人
に

意
気
込
み
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

高
野
「
全
国
大
会
に
出
場
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
。
大
会
に
向

け
て
、
さ
ら
に
練
習
を
積
ん
で

い
き
ま
す
。
練
習
は
本
番
の
よ

う
に
、
本
番
は
練
習
の
よ
う
な

気
持
ち
で
臨
み
た
い
で
す
」。

荒
木
「
人
生
の
ペ
ー
ジ
に
こ
う

だ
っ
た
と
、
記
憶
を
記
録
と
し

て
残
す
こ
と
が
で
き
た
思
い
で

す
」。

　

２
人
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

中国大会に向けて
新畑士長・荒木副士長にインタビュー
選考会はいかがでしたか―
新畑「要救助者を見つけてロープで合図を送
るとき、ロープが手から離れてしまうミスが
あった。他のチームもミスがあった中、タイ
ムが１番だったので、代表に選ばれました」。
荒木「ミスしたら負けるという焦りと不安が
あった中、平常心で普段通りのことができて
よかった」。
選手として感じる、この大会の意味は何でしょう―
新畑「１つのはっきりとした目標（署内から
中国、中国から全国大会へ）を持ち、チーム
一丸となって達成することです」。
荒木「勝ち負けの世界。ミスなく平常心であ
れるか。そういうところが実際の業務（災害
現場）と同じ状況なので、この訓練が現場で
生かされると思います」。

中国大会に出場した５人の勇士。左から『ロープ
応用登はん』高野純一司令補・荒木一宏副士
長。『ほふく救出』新畑貴大士長・國濵一将司
令補・中川和真副士長。練習は本番のように

本番は練習のように
平常心で臨む
   消防救助技術指導会
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